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オランダにおけるピースフルスクールの授業づく り に関する教育方法学的一考察- 日本での授業づく りに活かすために一 
A Study on the Lesson of Peaceable School in the Netherlands Developing 
“Peaceable Lessons” in Japan 

奧 村 好 美* 萩 野 奈 幹** 
OKUMURA Yoshimi HAGIN0 Namiki 

本稿では、 オラ ンダのピースフルスクールの授業づく り を教育方法学的に考察することで、 日本における授業づく り に

活かすための足がかり を得るこ と を目的と した。 そのために、 まずは教育目標、 教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形態、 教育

評価の 4 つの視点でピースフルスクールの授業づ く り について考察を行い、 それぞれにおいて重視されているこ と を整理

した。 次に、 1 つの試みと して、 先述した 4 つの視点をふまえて日本での授業案を提案した。 その結果、 日本での実践に

あたってのポイ ントや留意点を指摘できた。 ①日本でピースフルスクールのよう な授業を実施するためには、 形式だけ真

似をするのではな く 、 理念を参照しつつ、 子どもたちに願う姿をもとに授業を柔軟に組み立て、 子どもたちの生活とつな

げていく こ とが重要であるこ と、 ②特定の価値を教え込もう とするのではなく 、 一人ひとりに違いがあるこ と を尊重しつ

つ、 共に生きるあり方を学べるよう にするという理念をもとに、 参考にできる枠組みを参照するこ と、 ③子どもたちだけ

でなく 、 教師自身も子どもに求める振る舞いを日々の指導の中で体現できているかを自問することが重要であると考えら

れた。 以上のよう な形で授業づ く り を行う こ とによって、 オラ ンダのプロ グラムの理念等を尊重しつつ、 日本の子どもた

ちに合う授業づく りの道が開かれるよう に思われた。 
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1 . はじめに
本稿では、 オラ ンダのピースフルスクールの授業づ く

り を教育方法学的に考察することで、 日本における授業

づく りに活かす足がかり を得ること を目的とする。 オラ

ンダのピースフルスクール (Vreedzame School) とは、
社会的コ ンビテンシーや民主的市民性を育成するための

主に初等学校向けのプロ グラムである ' )。 ニ ュ ー ヨ ーク

で開発された 「 コ ンフリ ク ト を創造的に解決するプロ グ

ラム (Resolving Conflict Creativity Program)」 をもとに、
ユ ト レヒ ト大学 (Universiteit Utrecht) のデ ・ ウ'イ ンタ一 
(de Winter, M ) 教授の協力等を得ながら、 教育サポー
ト機関のエデユニク社 (Eduniek) が開発を行った。
このプログラムの特徴は、 大き く 3 つにまとめられる。 

ーつめは、 週に一度プログラムにもとづ く授業が実施さ

れているこ とである。 本稿では、 この授業のこ と をピー

スフルレ ッス ンと呼ぶ。 二つめは、 メ デイエー タ一 (け

んか等の仲裁をする人) の育成である。 ピースフルスクー

ルでは、 高学年の子どものう ち希望者が学外で研修を受

け、 メ デイエー タ一 の資格を取り 、 子ども同士の衝突が

起きた際に仲裁を行う。 三つめは、 こう した取り組みを、

地域を巻き込んで実施しているこ とである。 場合によっ

ては、 地域の人や保護者が研修を受けるこ と もある。 

これらの 3 つは互いに大き く 関わっており、 切り離す
ことはできない。 しかしながら、 研究の第 1 段階と して、
本稿では、 ピースフルレ ッスンと呼ばれる授業づく りの

側面に焦点を当てて考察を行いたい。

本プロ グラムは、 日本にも紹介され、 実践も行われて

きている。 例えば、 リ ヒテルズ直子は、 ピースフルスクー

ルプロ グラムの授業や研修の様子などを含むプロ グラム

の全体像を具体的に紹介している 2) また、 奥村好美は、
ピースフルスクールがいかにその教育の質を評価、 改善

しているかに焦点を当てて、 分析している 3) さ らに、 熊
平美香は、 オラ ンダのピースフルスクールプロ グラ ムを

紹介すると共に、 日本版に再開発し、 日本での取り組み

を進めている 4)
このよ う に、 オラ ンダのピースフルスクールについて

は、 すでに日本に紹介されており 、 日本版にアレ ンジさ

れたピースフルスクールプロ グラ ムの取り組みも実施さ

れている。 このこ とから、 日本での関心が高まっている

といえる。 しかしながら、 プログラムの概要的な紹介及

び最初からアレ ンジされたプロ グラムの提供のみでは、

日本の教師たちがオラ ンダのピースフルスクールプロ グ

ラムの理念や考え方を活かして子どもたちに市民性を育

成したいと願っても、 目の前の子どもたちに応じた授業
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づく り を行う こ とに困難を伴う恐れがある。

そこ で、 本研究では、 オラ ンダのピースフルスクール

におけるピースフルレ ッスンの授業づ く り を教育方法学

的に考察する。 教育方法学的な考察としては、教育目標、

教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形態、 教育評価の 4 つの視
点で 5) 考察を行う 。 こ れにより 、 オラ ンダのプロ グラ

ムにおける授業づく りで核となる考え方を抽出する。 そ

の上で、 1 つの試みと して、 日本での授業案を提案し、
日本での実践にあたってのポイ ントや留意点の整理を行

う 。 それにより 、 日本においてピースフルレ ッスンの考

え方を活かした授業づく り を行う道を開きたい。

なお、 ピースフルスクールプロ グラ ムの新しいウェ ブ

サイ ト によれば、 ピースフルスクールプロ グラ ムは発展

協議、 意見形成

と意思決定

・ 見解をもつ

・ 自分の見解を

擁護する

・ 他の人に耳を

傾ける

・ 異な る見解に

立って考える

・ 討論する

・ 見解を変える

準備ができてい

る

・ 妥協する

・ 決定 したこ と

に忠実である

・ 少数派の見解

を考慮する

・ 批判的に考え

る

・ 情報 を集め、

批判的に分析す
る

を続けており 、 例えば高学年のブロ ック 6 ) の内容が一 
部新し く 更新されるなどしている 7) しかしながら、 本稿
では、 資料の関係上、 基本的にピースフルスクールの教

師用指導書第 4 版 (2011年版) と、 それに合わせてピー
スフルスクールの旧ウェ ブサイ ト の情報にも とづいて分

析を行う。 

2 . ピースフルスクールプログラムの概要
まず、 ピースフルスクールでは、 ク ラスや学校は生活

コ ミ ュニティ とみなされる 8)そのコ ミ ュニティ で子ども

たちは、 自分が聞いてもらい、 見てもらっていると感じ、

「声」 を獲得する。 また、 子どもたちは 「民主的な市民」

であるとは、 何を意味するのかを学ぶ。 さ らに、 ピース

表 1 ピースフルスクールプログラムの目標 (詳細版) 

衝突を対処する

衝突解決の理

解と知識

・ 衝突解決の自

分のスタ イルに

ついての理解

・ 他の人の立場

に立って考える 

交渉する

' ウ イ ン ' ウ イ
ンの解決を追求

する

・ 身体的も し く

は精神的暴力を

放棄する

・ 仲裁の知識

・ 仲裁の技能

・ 衝突の際の怒

りに対処する

コ ミ ュ ニテ ィ へ

の責任 

互いへの責任 

ク ラ ス、 学校

や地域への責任 

気遣い

・ 正義感

・ 参加

・ イ ニシアチブ

を取る

・ 会話に加わり、

共に考える

・ 規則を守る

・ 共働する

・ 助けになるこ

と

基礎的な個人内の構成要素 :
・ 内省

・ 自信 / ポジティ ブな自己イ メージ
・ 自己マネジメ ン ト / 自分の衝動をおさえる
こ とができる / 自己コントロール
・ 自分の振る舞いが他者へもたらす効果の理

解

違いに対してオ

ープンである

・ 寛容

・ 他人の規則や

習慣に合わせる 

異なる人生哲

学や生活スタイ

ルを尊重する

・ 異なる生活状

態にある、 異な

る文化の、 他者

に共感する

・ 信仰の、 意思

表明の自由に建

設的に対処する 

先 入 観

(vooroordee1) と
判断 (oordee1) の
間の違い

・ 哲学的 (イデ
オロギーの) 潮
流の知識

民主的なリ テラ

ンー

・ 民主的な制度

(第二議会、 憲
法など)
・ 民主主義的な

行動ルール

・ 民主主義にお

ける権利と義務 

民主主義の原

理 (選挙、 支持
者、 議員団)
・ 民主主義にお

けるメ ディ アの

役割

基礎的な人間関係の構成要素 :
・ 感情移入 / あなた自身を他の立場に置いて
考えるこ とができ、 考えたい

・ パースペクティ ブを変えるこ とができる

・ 他の人の行動や動機の理解

・ 好奇心が強い / 他者や何か新しいものに対
しオープンである

積極的で社会的かつ道徳的な雰囲気 :
・ 教師たちは快く働いている

・ 教師たちによる不適格な行動は未然に防がれている

・ 子どもたちは安全に感じている

・ 子どもたちは聞いてもらい見てもらっていると感 じている 

みんな他者の立場に喜んで立つ

・ みんな互いに積極的な方法で接している

・ 子どもたち自身の力が活用されている
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フルスクールでは、 子どもたちが、 自分たちがそこにい

るこ とが重要であるこ と、 つまり自分たちが 「重要であ

る」 こ とを経験することで、 子どもたちにパースペクティ

ブと希望を提供するこ と も重視されている。 これらの思

想がプロ グラムの根底にある。

プロ グラムでは、 子どもたちが、 図 1 の 5 つを学ぶこ
とが目指されている。 

1 . 民主的な方法で、 互いに決定を行う
2 . 建設的に衝突を解決する
3 . 互いのため、 コ ミ ュニティ のために責任を取る
4 . 人々の間の違いに対してオープンな態度を取る
5 . 私たちの民主的な社会はどんな原理で整えられて
いるのか

図 1 ピースフルスクールプログラムの目標

また、 表 1 では、 目標が詳細にコ ンビテンシーと して
記述されている。 表 1 を見ると、 子どもレベルの目標だ
けでなく 、 教師レベルや学校レベルでの目標も含まれて

いる。 また、 コ ンビテンシーと されているものの中には、

衝突を解決するための方法といった知識や、 実際に仲裁

できる、 議論できるといった技能、 衝突を積極的に解決

したいという意思といった態度が含まれている。 知識だ

けでなく 、 技能や態度も省察のために蓄積される学習プ

ロセスにおいて重要な役割を果たす。 子どもたちは、 例

えば衝突に対処する際の自分独自のスタイルを省察する

こ と を学ぶこ と も求められている。 コ ンビテンシーとは、

こう した知識、 技能、 態度、 省察の混合物であると考え

られている。

また、 民主的なリ テラシーが含まれているこ とからは、

プロ グラムの学びをクラスや学校内にと どめるのではな

く 、 社会の仕組みや社会で生きていく こ とへとつなげる

こ とが求められているこ とがわかる。 実際、 プロ グラム

では、 学年が上がってく ると、 選挙の仕組みなどを含め、

民主主義についても学べるよう になっている。

こ う したプロ グラムにおいて、 ピースフルレ ッス ンは

中核と なる。 レ ッスンは、 次の 6 つのブロ ッ クで構成さ

れている。 このブロ ックは全学年共通している。 毎年同

じ内容のブロ ックを実施するこ とで、 発達段階に合わせ

て、 少しずつより深く 学べるよう にカリキュラムが組ま

れているといえる。 

1 . お互いにクラスの一員である
2 . 自分たちで衝突を解決する
3 . 互いに分かり合う
4 . お互いに心を持っている
5 . みんな自分なりに貢献している
6 . 私たちはみんな違う

図 2 ピースフルレ ッスンのブロ ッ ク
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本稿では、研究の第 1 段階と して、 このピースフルレッ
スンに焦点を当てる。 しかしながら、 ピースフルスクー

ルは、 単なる一連の授業以上のものであるこ とが強調さ

れている。 授業は単に重要な 1 手段にすぎないという。 
それ以上に、 クラスの教師や子どもと関わる学校内の全

ての大人が、 いつでも どんな状況でも ピースフルスクー

ルの思想を日常に適用するこ とが重要であると されてい

る。 も し子どもたちの間に衝突が起きた場合、 それを自

分たちで建設的な方法で解決してほしいと望むのであれ

ば、 教師と して自分もそう しなく てはならないと考えら

れているのである。

また、 プロ グラム導入に際しては、 授業の実施以外に

も、 学校教職員向けの研修やクラス訪問、 保護者向けに

情報を提供する保護者会やワー ク シ ヨ ツプ、 子どものメ

デイエー タ一 の研修等が総合的に実施される。 これらに

ついては、 先述した先行研究等を参照されたい。 

3 . ピースフルレッスンの教育方法学的考察
( 1 ) 教育目標
本節では、 ピースフルレ ッスンの教育目標について整

理する。 表 2 は、 旧ウェ ブサイ ト上に示されている各ブ
ロ ッ クの内容を表にしたものである 9)。 ただし、 表 2 に

示されている各ブロ ックの内容は、 本稿で参照している

教師用指導書の目標と大きく対応しており、 目標と捉え

て良いと考えられる。 教師用指導書では、 学年によって

目標記述にやや違いが見られたため、 ブロ ック共通の目

標に関する記述と捉えられるものを表 2 で示した。
表 2 を見ると、 年度の最初に実施されるブロ ックでは、
クラスづ く りが行われ、 積極的な雰囲気形成やルールづ

く り と と もに、 子ども自身が自分たちの役割や責任を考

えるこ とが目指される。 続いて、 ブロ ック 2 では、 衝突
に自分たちで対応できるよう になることが目指される。 

ステッププラ ンというのは、 衝突を解決するためのステッ

プを示したものであり、 その流れに沿って進めてい く こ

とで、 子どもたちが自分たちで衝突を解決できるよう に

なっているものである。 こ う したピースフルレ ッスンで

の学びを、 学校生活で衝突が起きた際には活かすことが

期待されている。 さ らに、 ブロ ッ ク 3 では、 子どもたち
がより良いコ ミ ュニケーシ ョ ンを取れるよう になるこ と

が目指されている。 これは、 衝突の解決だけでなく 、 衝

突を未然に防ぐ鍵であると も考えられている。

ブロ ック 4 では、 テーマと して感情が取り上げられ、
そこでは、 主に自分の感情認識と言語化、 他者の感情の

受け入れという 2 つが目指される。 ブロ ック 5 では、 コ
ミ ュニティ の中で積極的に責任を取り、 貢献するこ との

重要性を学ぶことが求められる。 最後に、 ブロ ック 6 で
は、 違いに対 してオープンであるこ とが目指される。 子

どもたちは身近な家族やクラス、 学校、 学校外や世界に
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表 2 ピースフルレ ッ スンの各ブロ ッ クの目標

1 ブロ ック 1 (お互いにクラスの一員である) では、 クラスの形成やクラス内に積極的な雰囲気を作り 

出すこ とに主眼が置かれている。 児童と と もに、 私たちは互いにクラス内でどのように関わるかにつ 

いて約束を行う。 児童白身が任務や責任を考え出す。 

2 ブロ ック 2 ( 自分たちで衝突を解決する) では、 児童たちは 「衝突」 とい う理解を学び、 どのよ うに 

衝突に対応 し う るかについての視点(zich t)を得る。 このブロ ックの後、 私たちは、 児童が、 簡単なス

テ ッププラ ンを使って、 衝突を自分たちで解決すること を期待する。 

3 ブロ ック 3 (お互いに分かり合 う ) では、 コ ミ ュニケーシ ョ ンに関心が払われる。 良いコ ミ ュニケー

シ ョ ンは衝突を解決し未然に防ぐ鍵である。 このブロ ックでは、 私たちは誤解の役割に特に関心を払 

う。 他者の立場に立ち、 気持ちを考え、 積極的に聞き、 要約するこ とができるよ うになる。 

4 ブロ ック 4 (お互いに心を持っている) では、 感情が中心となる。 このブロ ックでは、 と りわけ衝突 

解決のための 2 つの重要な技能が学ばれる : あなた自身の感情を認識し、 それについて話すことがで 

きる技能と、 他者の感情を認め、 受け入れる技能。 

5 ブロ ック 5 (みんな自分なりに貢献している) は、 最初の実行の年は、 衝突の仲裁についてであり、 

その後児童の参加が中心となる。 

6 ブロ ッ ク 6 (私たちはみんな違う ) は、 違いに対 してオープンであるこ とが中心となる。 子ども達は 

家族、 クラス、 学校、 学校外や世界において、 類似点や相違点を調べる。 

おける類似点や相違点を探る。

こ れらは、 先述したプロ グラム全体の目標と も重なる

点が多い。 人はみんな違う という前提をもとに、 それで

も自身や他者の感情を認め、 わかりあい、 貢献し合う こ

とで、 衝突を防ぐと と もに、 衝突が起きた際には解決で

きるよう に、 日々の生活へ活かすことが重視されている。 

こ う したピースフルレ ッスンを通じての学びを学校全体

で教師もと もに体現していく こ とで、 プログラム全体の

目標へとつながっていく と考えられる。

なお、 ピースフルスクールでは、 このよう な内容と関

わる言葉の教育についても重視されている。 そのため、

各学年、 各ブロ ックごとに子どもたちに示される語彙が

整理されている。 中には同じ単語が複数の学年にまたがっ

て示されている場合もある。 単語には、 衝突 (bet con- 
f lict) のよう にレ ッスン内容に直接関わるよう な単語も
あれば、 イ ント ロ ダク ショ ン (de binnenkomer) のよう
に指導過程に特有な単語もある。 また、 日本の 6 年生に
あたる 8年生になると、 民主主義 (do democratie) や候

補者 (de kandidaat) のよう に社会の仕組みに関わるよ
う な単語も含まれている。 

( 2 ) 教材 ・ 教具
本節では、 ピースフルレ ッス ンで使われる教材 ・ 教具

について取り上げる。 教材は、 固定的なものが毎回使用

されるわけではない。 テーマに合わせて、 子どもたちが
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具体的にイ メ ージしやすいよう な生活に近い文脈、 また

子どもたち自身がピースフルレ ッスンで活動したこ とな

ど、 子どもたちの生活と関わるものが素材と なるこ とが

多い。 そのため、 教具と しては、 授業で取り上げるテー

マに関わる、 絵本、 新聞記事、 テレ ビなど文脈を再現し

う るものや、 活動のために必要な素材がしばしば用いら

れる。 低学年の場合には、 パペツト人形を使って、 文脈

を教師が再現すること もある。

ただし、 プロ グラムに付属している子ども向けのワー

ク シー トやピースフルボールと呼ばれる地球儀の形を し

た布ボール等については、 多 く の授業で、 共通して用い

られている。 ワーク シート には、 子どもたちが読む読み

物が載っていたり、 活動したこ と を書き込む欄があった

りする。 また、 ピースフルボールについては、 子どもた

ちがサークル状で対話を行う 際に、 ボールを持っている

人が話し、 周りの人は聞く という ルールを可視化しやす

く なる。 学校によ っては、 ピースフルボール以外の物で

代用している所もある。 

( 3 ) 指導過程 ・ 学習形態
本節では、 ピースフルレ ッスンの指導過程と学習形態

を確認したい。 まず、 ピースフルレ ッスンの指導過程は、

基本的に次の 5 つの流れで構成されている。 ①イ ントロ
ダク シ ョ ンの遊び、 ②授業の流れと テーマの確認、 ③授

業のテーマに関する中心的活動、 ④振り返り、 ⑤グロー 
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ジングの遊びである。 ただし、 教師用指導書には、 授業

の後に教師が取り組むべき活動が示されており、 ピース

フルレ ッスンで学んだこ とが、 授業外でも活かされるこ

とが目指されている。

まず、 ①イ ント ロ ダク シ ョ ンの遊びについてである。 

ピースフルレ ッスンは常に短い、 遊びの活動で始まる。 

これは、 長々と行うのではなく 、 本当に短く素晴ら しい

活動にするこ とが重要であると される。 これは、 子ども

たちにと って、 これから国語や算数ではなく自分たちの

クラスや自分たち自身に関わること を学習するという合

図にもなるという。 遊びについては、 教師用指導書には、

授業ごとに例が示されている。 遊びの中には、 授業内容

と結びついているものもある。 そう した場合には、 その

遊びを行う こ とが推奨されている。 ただし、 そう でない

場合には、 指導書の後ろに掲載されている遊びリ ス トか

ら教師が自由に選んでも良いことになっている。

次に、 ②授業の流れと テーマの確認である。 ピースフ

ルスクールプロ グラ ムでは、 子どもたちが前も って何を

学ぶのかを知らなければ、 授業後も何を学んだか分から

ず、 時に自身の発達にもほと んど気づかないと考えられ

ている。 そのため、 子どもたちがこれから何を学ぶのか

を意識することで学習効果が高く なると される。 そこで、

授業の最初には、 本授業の流れと テーマが子どもたちと

と もに確認される。 授業を超えて、 前の授業では何につ

いて学んだのか、 ブロ ッ ク全体では何について学んでい

るのか、 時にピースフルスクールという学校全体では何

について学んでいるのかについても確認するこ と も重要

であるという。 こう した取り組みは時に形骸化しがちで

あるが、 教師は実際に一種の 「関与 (commitment)」 を
求める。 も し子どもから 「先週のロールプレイ をもう一 

回やらない ? 」 といった考えなどが出されたら、 真剣に
取り上げるこ とが求められる。 そのこ とがまさに民主主

義の適用となると考えられている。

その後、 ③授業のテーマに関する中心的な活動が行わ

れる。 こ こでは、多様な学習形態が用いられる。 時に、

教師は思ったよう に対話が進まなければ、 対話を長く 続

けよう とする。 しかし、 長く 続ければ効果が上がるわけ

ではなく 、 短い時間で力強く子どもたちに内容を学んで

もらう こ と も可能である。 も し教師が十分ではないとい

う思いを持った場合、 必ずしもその時間内で完結させよ

う とする必要はない。 ピースフルスクールのブロ ッ クや

レ ッスンは繰り返し同じ内容を学べるよう構造化されて

いる。 また、 全ての学年で同 じブロ ッ ク、 レ ッスンを学

ぶため、 子どもたちはゆっ く り学んでいく こ とができる。

活動の後には、 ④振り返りが行われる。 ここでは、 再

度授業の目標に立ち戻り、 自分たちが達成したかったこ

と を達成できたのかが確認される。 子どもは授業を通し

て何を学んだのかを話すこ とが求められる。 時に、 子ど
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もはただ求められていること を形式的に復唱する。 しか

し、 子どもたちが本当に言いたいこと を持てるよう にす

るこ とが重要である。

最後に、 ⑤クロージングの遊びである。 イ ン ト ロ ダク

ショ ンの遊びと同様に、 教師は指導書でその授業用に示

されている遊びを行っても良いし、 指導書の後ろに掲載

されている遊びリ ス トから自由に選んでも良い。 この遊

びも授業を楽し く 終わるこ と、 これから他の学びへ移る

こ とが意図されている。

ピースフルレ ッス ン自体は、 以上の様な流れで構成さ

れている。 ただし、 先述したよう に、 ピースフルスクー

ルの取り組みは、 授業だけに閉じたものではない。 その

ため、 授業の終わり こそが、 学びを実践へと適用するた

めの始まりであると考えられている。 実際、 指導書には、

授業後に 「教師が行うべき活動」 や、 「適用のための提

案」 が示されている。 授業は重要であるが、 子どもたち

は社会的感情的認識や技能を授業からは学ばないという。 

子どもたちがあらゆる学習経験を持てるよう な環境が必

要である。 教師は、 子どもたちが本当に意味のある状況

でピースフルスクールについて学べるよう全ての機会を

利用すると と もに教師自身が子どもたちに学んで欲しい

全ての原理を絶え間なく実践へと適用していく こ とが求

められている。

次に、 ピースフルレ ッス ンの学習形態である。 ピース

フルレ ッスンは、 基本的に椅子を丸 く並べてサークル状

にして行われる。 イ ント ロ ダク シ ョ ンの時から子どもた

ちはサークル状に座っている。 ただし、 授業における中

心的な活動では、 必ずしもサークル状のまま学習が展開

さ れるわけではない。 ピース フルス ク ールはケーガ ン

(Kagan, S ) の協同学習の考え方を取り入れて実施され
ている '°)。 指導書には、 ケーガンが掲げる 4 つの原則で
ある①参加の平等性、 ②個人の責任、 ③肯定的な相互依

存、 ④相互作用の同時性や、 構成的教授法の考え方が紹

介されており、 それに則って子どもたちの学習形態は考

えられている。 具体的には、 ブロ ック 1 ~ 3 では常に 2 
つの新しい学習形態が取り入れられ、 続く ブロ ックでは

様々なバリエーシ ョ ンでそれらが取り入れられる。 この

よう に、 子どもたちは学習内容だけでなく 、 学習形態を

通じて、 協同のあり方を学べるよう にも配慮されている

こ とがわかる。 

( 4 ) 教育評価
オラ ンダでは、 子どもたちの学びをテス ト などを通じ

て継続的に捉えるモニタリ ングシステムという仕組みが

浸透している。 ピースフルスクールプロ グラムの2011年

版の指導書には、 プロ グラムで目指される目標がどの程

度子どもたちに実現されたかについて個人レベル、 学年

レベルで評価するモニタリ ングシステムについて書かれ
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ている。 しかしながら、 2014年のピースフルスクールの
ニュースレ タ ーにおいては、 社会的 コ ンビテ ンシーを

「測定」 するこ との困難さから、 個々の児童レベルのモ

= タ リ ングシステムからは手を引いたと されている。 代
わり に、 ク ラスや学校レベルでの、 プロ グラムの目標の

実現度合いや社会的安全性についての質保証システムが

開発されたという。

このよう に子ども一人ひとりの情意面を評価するので

はなく 、 クラスや学校全体で捉えよう とする評価のあり

方は示唆深い。 これにより、 評価の結果を子ども一人ひ

とりの力の 「測定結果」 と帰するのではなく 、 教師の振

る舞いを含む教育活動の改善に生かしやすく なると考え

られよう 。

ただし、 このこ とがピースフルスクールの教師たちが、

子ども一人ひとりの育ちを把握しよう と していないこと

を意味するわけではない。 2015年 3 月17日にオランダの
ピースフルスク ールで実施 したイ ンタ ビューによれば、

その学校では、 ①日々の子どもの観察、 ②一人ひとりの

子どもとの面談、 ③いじめられたこ とがあるかなどを含

む安全性についての質問紙という 3 つの方法で子どもた
ちの市民性の評価を行っているという。 3 つめの質問紙
が先述したピースフルスクール向けの質保証システムと

同一のものであるかについては確認できていない。 しか

しながら、 特別な機会に子どもの変化を 「測定」 しよう

とするのではなく 、 日々の観察等を通じて具体的に子ど

もの様子が把握され、 働きかけに活かされているといえ

る。 

4 . 日本での授業案
本章では、 日本において、 ピースフルスクールプロ グ

ラムの考え方を基にして、 実践された授業案を示す。 本

来、 ピースフルスクールプロ グラ ムは学校全体で、 全学

年で実施するものである。 しかしながら、 具体的な授業

づく りの試行という点で本稿では、 1 授業に焦点を当て
て取り上げる。

本稿で取り上げる授業は2018年 2 月に、公立小学校第
3 学年で学級活動の時間を用いて実施された。 ピースフ
ルレ ッスンと しては、 3 回目の授業である。 いずれも授
業者は、 筆者である萩野奈幹である。 これまでの流れと

しては、 まず、 2018年 1 月に初めてのピースフルレ ッス
ンと してオリエ ンテーシ ョ ンを行った。 授業の流れ、 サー

クル対話のあり方等を 「友だちの意見をよ く聞いて自分

の考えを伝えよう」 のテーマを通して授業を実施した。 

これはブロ ック 1 の内容にあたると考えられる。 次に、
2 月に 1 回目の授業の延長と して 「みんな同じ ! ?」 を
テーマに授業を行った。 これはブロ ック 6 の内容にあた
ると考えられる。 その上で、 後述する本時を行った。 詳

し く は、 次べ一 ジの学習指導略案を参照されたい。 
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本時の目標設定にあたっては、 ピースフルスクールプ

ログラムで育成が目指されている目標を参照しつつ、 児

童の実態に即して、 育てたいと担任が願う目標を設定し

た。 また、 目標については、 授業者だけでなく 、 児童自

身も問題意識をも って自分の課題と して捉えられるよう

展開を図った。 目標の内容は、 ピースフルスクールのブ

ロ ックで言えば、 ブロ ック 3 の 「お互いに分かり合う」
にあたる内容であると考え られる。 ねらいと しては、

「互いに気持ちよ く 生活するために、 気持ちのよい言葉

や丁寧な言葉遺いをすることの大切さに気づく と と もに、

生活で実践しよう とする意欲を高めることができる」 と

した。

教材 ・ 教具については、 パペ ツト を用いて、 子どもた

ちの実生活の中での問題場面と して同級生の絵具を勝手

に持つていこう とする場面を再現した。 それにより、 子

どもたちが自分ごと と して捉え、 問題点や原因について

考えられるよう にした。 また、 ピースフルボールを用い

て、 子どもたちがやわらかいク ツシ ヨンを持つこ とで安

心して話せるよう にした。 また、 ク ツシ ヨンを持つこ と

で、 話し手 ・ 聞き手が明確になり、 話し合いのルールが

可視化され、 他者を意識した話し合いができた。

本時の展開と しては、 ピースフルレ ッスンの構造と同

様に、 ①イ ントロ ダクシ ョ ンの遊び、 受業の流れとテー

マの確認、 受業のテーマに関する中心的活動、 ④振り

返り、 ⑤クロージングの遊びと した。 このよう にイ ント

ロ ダク シ ョ ンと クロージングの遊びを取り入れるこ とで、

子どもたちの気持ちがほぐれ、 ピースフルレ ッスンへの

学びに向かいやすく なっている様子であった。 また、 授

業の流れとテーマの確認のとこ ろでは、 授業の流れと と

もに 「互いに気持ちよ く 過ごせるよう 、 ていねいな言葉

の使い方ができるよう にしよう」 とめあてを提示し、 子

どもたちが学習の見通しを持てるよう にした。 中心的活

動のところでは、 丁寧な言い方を考えるだけでなく 、 即

興的な動作化を通して、 どう して丁寧に言う ことが良い

のかという理由も考えられるよう にした。 それにより、

自分の考えを言葉で伝え、 互いに分かり合う ことも大切

にした。 また、 子どもたちが丁寧な言葉を使う こ との大

切さ と と もに、 友人との違いといった多様性にも気がつ

けるよう 意識した。 これらは、 ピースフルスクール全体

で重視されているこ と、 他のブロ ックでの学びにもつな

がることであるだろう。

学習形態と しては、 サークル状での対話を取り入れた。 

これにより、 教師も子どもたちも同じ目線で、 全員が互

いの顔を見て対話ができるよう になった。 普段、 話すこ

とが苦手な子どもも話しやすく なっている様子が見られ

た。 サークルは、 非日常的な学習形態であり、 子どもが

主体的に参加しよう とする仕掛けと しても有効であると

考えられた。 なお、 今回は、 サークルで座って話すとい



オラ ンダにおけるピースフルスクールの授業づく りに関する教育方法学的一考察

学級活動 ( 2 ) 学習指導略案

1 . 題材 気持ちのよい言葉を使おう

2 . ピースフルスクールに係るブロックのテーマ お互いに分かり合う (ブロック 3 )
3 . 本題材のねらい
互いに気持ちよく生活するために、気持ちのよい言葉や丁寧な言葉遣いをすることの大切さに気づく とともに、生活

で実践しようとする意欲を高めることができる。

4 . 本時の展開
学習活動 指導上の留意点 

導 
入 

つ 
こ 
り 
タ
イ
ム

1 . 気持ちをほぐそう。 【脇動のあそび】 

・ 隣の人に、自分で考えた声かけ (ハイ ・ どうぞ等) 
をしながらク ツシ ヨンを回す。 
( 自分の速さで→すばやく→ていねいに) 
・ 同じ声かけだった人と タ ッチをする。 

互いに気持ちよく すごせるよう、 ていねいな言葉の 

更い方ができるようにしよう 

【テーマ ・ 流れの確程】 

・ サークル状になり P S Pへの意欲づけと前回の振り 
返りを行う。 

・ 隣の人に声をかけながらクツシヨンを回す。 挨拶タ

ッチを行い、 より和やかな雰囲気を促す。 
・ 生活場面で、友だち、 下級生、先生に対する言葉の 
使い方について想起させ、課題を提えた後、学習のめ 
あてを確認する。 

展 

開 

2. 劇を見て、 アドバイスをしよう。 

の に っ いこ うとする) 
・やさしく 「貸してほしいな」 ってお願いしたら、相 
手も貸してあげようと思う。 
・ 「おいっ ! 」 は、 きつい言い方だし強引な感じがす 
る。 

・ えらそうに言っているから乱暴だし、同級生に見え 
ないよ。 
・ 貸してもらうのに、強く言うと相手をおこらせてし 
まうよ。 

3 . ていねいな言い方で言い直そう。 【体験】 

①どいて。 早くいつてよ ! (対下解 )_ 

②静かにしてよ ! (対同解) 
③先生、 トイレにいつていい? (対先生) 

4 . どうして、 ていねいに言うことがいいのでしよ 
う。 【PB話し合い】 
・ やさしいい言い方をすれば、相手もお願いを受け入 
れようとすると思うからです。 
・ 悪いことをしていないのに、きつく言われたらおこ 
られるような気分になるからです。 
・ やさしい言い方をすれば、お互いの気持ちが落ち着 
くからです。 
・ 乱暴に言ったら友だち関係も悪く なるし、ケンカに 
進んでいくかもしれないから。 
・ 相手の立場を考えて気持ちのいい言葉を使うこと 
で、 よい習慣がつくから。 

・友達の声を大切に聴き、 話合いのルールを守ること 
を伝える。 
・ パペツトを用いて問題場面の劇を行い、 何が問題な 
のか、 どう言うといいのかを考えさせ、 パペツトに向 
けたア ドバイスを発表させる。 
・ 子ども達が考えた各々のア ドバイスを認めながら、 
問題点や多様な言い方があることに気づかせる。 

・ 実生活の中での問題場面を事例と して取り上げ、 学 
級全体で話し合うようにする。 
・ 相手の立場を変えた事例を取り上げ、互いに気持ち 
よく過ごせる言葉の使い方を考えさせる。 
・ 相手も自分も気持ちのよい言い方と乱暴な言い方を 
比べながら、 動作化を促す。 
・ 対象相手を変えることにより、多面的な視点で気持 
ちのよい言葉を用い考えさせる。 

・ 話し合いは、 ピースフルボールを用いる。 

・ 友達と比べて気づいたことを発表 させる。 

・ 自分と違う考えも大切に聞く よう促す。 

・ 動作化を通して、丁寧な言葉遣いをすることのよさ 

の多様性を尊重するような言葉がけを行う。 

・ 丁寧な言葉や気持ちのよい言葉を使うことで、 気持 

ちのよい生活や相手との関係がよいものになることに 

気づかせる。 

振 
り 
返 
り 

5 . みんなは、何を学んだ ? 【振り返り】 
・ ていねいな言葉を使うことによって、クラスのみん 
なが仲良く なれるし、いい気持ちで過ごすことができ 
ることが分かった。 
・ 乱暴な言い方と丁寧な言い方では、相手が感じる気 
持ちが大きく違ってく ることが分かった。 

・全体交流での気づきを発表させ、 多様な考えが人に 
はあり、 それぞれに違うことに気づかせる。 
・ 黒板に大切なことを板書し、 クラスで共有できるよ 
う見える化する。 
・ 次回のピースフルスクールの内容を伝え次時に繋ぐ 
ようにする。 

終 
末 

6 . にこにこタイム 【終わりのあそび】 
クロージングリストから短い遊びを選ぶ。 
キラリ さんボール

・ ピースフルな雰囲気を大切にし、協働で話し合 
う中で、級友の多様な考えがあることに気づけた 
ことへの励ましを伝える。 

4 . 事後の指導
・ 事後に振り返る活動を設定する。 継続 した取組になるよう助言する。
・ 終わりの会のスピーチや日記などを通して、 どのようなことを具体的に 組んでいるのかを確認する場を設け、 級友

の頑張りを認め、継続できるよう促す。 
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う こ とに慣れるこ と を優先し、 今回は必ずしもケーガン

が重視していたよう な協同学習の形態は活かせていない。 

ただし、 一部の子どもだけが活動に貢献するといった形

にはならないよう 、 全ての子どもたちが同じよう に参加

できるよう に心がけた。

教育評価と しては、 授業を通じて子どもたちの様子を

把握すると と もに、 子どもたちの振り返り を参考にした。 

また、 授業後には本時の内容を活かしてぼかぼかした言

葉を使う 「ぼかぼか週間」 をクラスで 1 週間設定した。 
こ う した 「ぼかぼか週間」 における子どもたちの行為に

ついても観察するこ とで把握に努め、 教育評価の参考に

した。

このよう なピースフルレ ッスンを通して、 子どもたち

が自ら具体的に言葉遣いについて考えるよう にするこ と

で、 子ども自身が自分の振る舞いが他者に与える影響に

ついて気づけるよう になると考えられる。 こう した授業

が一過性のもので終わらないよう 、 ピースフルプロ グラ

ムで推奨されていたよう に、 教師と しても子どもたちへ

の言葉遺いを振り返ると共に、 授業後も子どもたちが生

活に活かしていけるよう な指導を心がけた。 

5 . おわりに
本稿では、 オラ ンダのピースフルスクールの授業づ く

り を教育方法学的に考察することで、 日本における授業

づく りに活かす足がかり を得ること を目的と していた。 

そのために、 教育目標、 教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形

態、 教育評価の 4 つの視点でピースフルスクールの授業
づ く りについて考察を行い、 それぞれにおいて重視され

ているこ と を整理した。 その上で、 1 つの試みと して、
日本での授業案を提案した。 その結果、 日本での実践に

あたってのポイ ントや留意点と して、 次の 3 点が指摘で
きると考えられる。

1 点目は、 ピースフルレ ッスン実施のためには、 パペツ
ト やピースフルボールを使えば良い、 授業の流れをピー

スフルレッスンの通りに行えば良い、 といった形式だけ

真似をすれば良いわけでは決してな く 、 ピースフルレ ッ

スンの理念を参照しつつ、 子どもたちに願う姿をもとに

授業を柔軟に組み立て、 子どもたちの生活とつなげてい

く こ とが重要であると考えられる。

2 点目は、 1 点目とも関わるが、 特定の価値を教え込
もう とするのではなく 、 一人ひとりに違いがあるこ と を

尊重しつつ、 共に生きるあり方を学べるよう にするとい

う理念をもとに、 参考にできる枠組みを参照するという

点である。 ピースフルスク ールでは、 ピースフルレ ッス

ンだけでな く 、 生活コ ミ ュニティ とみなされるクラスや

学校での学びも重視されていた。 子ども達は、 特定の価

値を教師から与えられるのではなく 、授業やコミ ュニティ

において 「民主的な市民」 であるとは、 何を意味するの
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かを経験的に学ぶことが大切にされていた。

3 点目は、 子どもたちだけでなく 、 教師自身も子ども
に求める振る舞いを日々の指導の中で体現できているか

を自問するという点である。 ピースフルスクールでは、

も し子どもたちの間に衝突が起きた場合、 それを自分た

ちで建設的な方法で解決してほしいと望むのであれば、

教師と して自分もそう しな く てはならないと考えられて

いた。

以上のよう な形で授業づく り を行う ことによって、 オ

ラ ンダのプロ グラムの理念等を尊重しつつ、 日本の子ど

もたちに合う授業づく りの道が開かれるよう に思われる。

しかしながら、 本稿では、研究の第 1 段階と して、 ピー
スフルレ ッスンの 1 授業にしか焦点を当てられていない。 
そのため、 実際のピースフルスクールのよう に、 学年を

超えて長期的に実施するあり方までは十分に示せていな

い。 また、 ピースフルスクールが、 単なる一連の授業以

上のものであるこ とが強調されているこ と を考えれば、

授業外での取り組みや保護者を巻き込んだ取り組み等に

ついても検討してい く 必要がある。 これらについては、

今後の課題と したい。 
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